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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

日本航空株式会社所属ボーイング式７４７ＳＲ‐１００型ＪＡ８１４３は、昭和５８年２月２５日、 

同社の定期９０５便として東京国際空港から那覇空港へ向けて飛行中、１６時４１分ごろ、沖 

縄島付近上空の同機内において、旅客１名が病死した。

１．２　航空事故調査の概要

１．２．１　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、昭和５８年２月２５日１７時００分ごろ、運輸大臣より、事故 

発生の通報を受け、同委員会により当該事故の調査を担当する者として主管調査官が指名 

された。

１．２．２　調査の実施時期

昭和５８年２月２６日　事実調査



２及び３　認定した事実及び事実を認定した理由

ＪＡ８１４３は、旅客３２７名（幼児８名を含む。）、乗員１５名（運航乗務員３名、客室乗務 

員１２名）が搭乗し、東京国際空港を１４時１１分離陸し、巡航高度３５，０００フィートで那覇 

空港へ向け飛行中、１６時０５分ごろ客室乗務員は、男性旅客（４５歳）の気分が悪くなった 

のを発見し、座席４席を使用して、同旅客を寝かせた。１６時１３分ごろ同旅客の容態が急変 

したので、客室乗務員は、酸素吸入及び人工呼吸を行い、機内放送で医師又は看護婦の助力を 

求めた。１６時２０分ごろ助産婦から援助の申し出があり、心臓マッサージ及び人工呼吸が行 

われた。１６時３０分ごろ、医師から援助の申し出があったが、その申し出が遅れたのは、１ 

回目の機内放送の時は眠っており、２回目の時はトイレットにいたためとのことであった。同 

医師等により心臓マッサージ及び人工呼吸が継続されたが、１６時４１分ごろ同機が沖縄島付 

近上空を飛行中、同医師により同旅客の死亡が確認された。

同機は１６時５９分那覇空港に着陸した。琉球大学医学部法医学教室により同旅客の解剖が 

行われたが、直接死因は化膿性肺炎であり、発病から死亡までの期間は約１箇月とのことであ 

った。また、解剖の主要所見は、右胸腔内に膿汁貯留、右肺が膿瘍であった。

なお、同機への搭乗に際して本人から病気に関する申し出は無く、また、飛行中周囲にいた 

人も客室乗務員が発見するまで気がつかなかった。

４　原因

本事故は、飛行中旅客が化膿性肺炎により病死したものと認められる。


